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評価日 平成26年10月3日 評価日 平成26年10月9日

評価者・組織 学校評価委員会 評価者（いずれかに○）
学校運営協議会
学校評議員

分野 評価項目 自校の取組
アンケート項目・
各種指標

アンケート結果・
各種指標結果

分析
（成果と課題）

自己評価に
対する改善策

学校関係者評価に
よる意見

学校運営協議会・学
校評議員による改
善に向けた支援策

読書活動の推進 朝読書の確実な実施
図書館利用の推進

生徒アンケート
読書の時間
図書館の利用回数

図書館の利用回数に
比例し，読書時間も増
加している。

テスト結果の分析
による実態把握と
その活用

学力分析，評価評定の
研修会を定期的に開催

全国学力調査，確認プ
ログラムの結果

全国学力調査におい
て，全国平均を国語は
5％，数学は3％上回っ
た。

⇒ ⇒
つけたい力を明
確にした言語活
動

上記の研修を受け，各教
科で言語活動の充実を
図る

言語活動の向上を問う
問題が，各教科のテス
トでなされているか

各教科のテスト問題を
事前に学力向上チーム
でチェック

自立心と責任感
の育成を目指し
た協働活動

学校祭体育の部におけ
る色別縦割り集団作り 生徒アンケート

生徒アンケートから色
別縦割りが楽しかった
という回答が多数を占
めた地域との信頼関

係を大切にし，地
域ぐるみの教育
を推進

朝や放課後の時間帯，
部活動を中心に学校周
辺の美化活動を行う

学校周辺清掃状況

朝は毎日清掃活動を行
い，生徒登校時落ち葉
ゴミ等がない状態であ
る

⇒ ⇒
道徳的実践力を
養う

道徳的実践力や人権尊
重を規範とする行動力を
養う

道徳教育全体計画の
実施状況

道徳教材，指導案を全
教員で共有，担任以外
の道徳指導

健康で安全な生
活を営む能力や
態度を育てる

食教育講座の開催

生徒の感想文

多くの生徒の感想の中
から，食と自分の体の
関係の理解が見られた

生徒の命を守り
育む教育の推進

防煙教室の開催
非行防止教室の開催

生徒の感想文 多くの生徒の感想の中
から，自ら問題行動を
抑止する意思が見られ
た

⇒ ⇒
小中9年間を見通
した取り組みを計
画的に推進

小中合同授業研究
出前授業の実施 教職員アンケート

お互いの授業を研修す
ることで共通理解が図
れた（計画の３分の１実
施）家庭・地域との信

頼関係を大切に
する

情報発信の充実

学校ＨＰの更新状況

日々，学校ＨＰを更新
し，保護者の期待も高
い ⇒ ⇒

地域との連携強
化

地域団体の主催する行
事に積極的に参加する
地域の小学生と中学生
のコラボレーション

地域からの声

地域のまつりに小学校
の吹奏楽部と中学校の
吹奏楽部のコラボで参
加し，少年野球チーム
と野球部の生徒が合同
で女子プロ野球選手の
指導を受け，サッカー
部が地域のサッカー少
年団と合同練習を行う
等

平成２６年度　学校評価実施報告書（中間報告）
学校名(　　　　　京都市立北野中学校　　　)

　平成２６年度　　重点評価項目
１．学力向上を目指す指導の工夫改善と確実な進路保障　　２．テスト結果の分析などによる学力実態の把握とその活用　３．ＬＤ等支援の必要な生徒への指導の充実
４．読書活動の推進　５．生徒の「命を守り，育む」教育の推進　６．安全で潤いのある教育環境の整備　７．生徒のキャリア発達の支援
８．小中９年間を見通した取り組みを計画的に推進　９．つけたい力を明確にした「言語活動」　１０．自律心と責任感の育成を目指した「協働活動」

　１回目評価

　・重点評価項目について評価・改善していくための個別評価項目の設
定
　・各項目にねらいを定めた取組の計画・実施
　・取組結果を検証するためのアンケート項目や各種指標の設定

・アンケート実施結
果，その他指標の結
果について整理

自己評価 学校関係者評価

1

確
か
な
学
力

・全国学力調査，確認プロ
グラムとも国語の学力が高
い。
読書活動との関連は否定で
きない。
・全国学力調査，確認プロ
グラムにおいても確実に数
値が向上してきている。
・選択式の問題から記述式
の問題が増えた。

・読書に関する関心は高
まっているが，本の質，内
容を考えなければならな
い。
・全体だけを観るのではな
く，取り残されている生徒
の学力保障に焦点をあて
ていく。
・記述式だけの論点ではな
く，生徒の言語活動が高ま

・落ち着いた状況で学習
に取り組めている。
・学力の向上は大変よろ
こばしいことである。

・土曜学習に地域住民の
参加を考えてはどうで
しょうか。

2

豊
か
な
心

・体育の部では，他学年の
競技を応援する姿が見ら
れた。
・朝や放課後，部活動で清
掃を行うことで，地域から
も評価をいただいている。
・担任以外も道徳の授業を
実践。教材，指導案を学校
で共有。

・体育の部の色別競技は3
年目である。生徒アンケー
トからも継続して欲しい意
見が多かった。
・生徒だけでなく地域，保
護者を巻き込んでの活動
を計画している。
・道徳教材を学校全体で
整理，保管，体系化してい
く。

・清掃が行き届いてい
る。特にトイレはきれい
に使用している。
・地域の清掃については
すこぶる好評である。
・学校を訪問したときに
生徒がしっかりと『挨拶』
してくれるのは大変良い
ことだ。

・地域清掃を地域住民と
一緒に行う取り組みを企
画してはどうでしょうか。

3

健
や
か
な
体

・1年生を対象に食教育講座
を開き，食生活と生活習慣
を理解させることができた。
・23年生を対象にし，夏季休
業中の問題行動抑止に効
果があった。

・生徒だけでなく，保護者
啓発にも努めていく。
・家庭教育学級において，
生徒指導課から，保護者
啓発の講演を行った。

・給食弁当制度があるの
で，昼食を確実に確保す
ることは大変良いこと
だ。
・夏季パトロール等で中
学生が夜間徘徊する等
の話は全く無かった。

・パトロールだけでなく，
普段から地域からの声
に耳を傾けて校区の様
子を的確に把握する必
要がある。

・小中連携の教職員グ
ループを３つに分け，それ
ぞれのグループで相互研
修を図っている。
・学校生活のあらゆる場面
を情報発信することで，保
護者や地域の信頼を得て
いる。
・中学生が地域の中で地
域の小学生の見本となり
自己有用感を感じさせる。
・学校生活のあらゆる場面
を情報発信することで、保
護者や地域の信頼を得て
いると考える。

・11月に小学校への出前
授業を計画している。
・学校ＨＰで保護者が望ん
でいる情報を，より精選，
より積極的に発信してい
く。
・限られた部活動からより
多くの部活動に活動の輪
を広げていく。
・例年の流れに満足せず、
取捨選択しながら新たな
取り組みを模索、検討して
いく。
・ＨＰで保護者が望んでい
る情報を、より精選、より積
極的に発信していく。

・小学校時に落ち着きの
ない生徒も中学校では
指導の範疇に入ってい
る。
・地域でのいろいろなこ
えはあるが，ほとんどは
学校に協力的な声であ
る。

・地域からの声を学校評
議委員が中心になって
学校に伝えていく。

4

独
自
の
取
組


